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1. 研究データ管理の必要性



内閣府HPより

「2023年度までに導⼊」

研究データに「メタデータ」を付与



・研究データ10年保存

・研究データへのメタデータ付与

・データマネジメントプラン（DMP）の策定



内閣府HPより



内閣府HPより



内閣府HPより

データマネジメントプラン（DMP）の策定



内閣府HPより



⽂科省HPより

研究データ10年保存



・研究データ10年保存

・研究データへのメタデータ付与

GakuNin RDM, ORION

これらを「機関の仕組み」としてどのように対応するか︖

・データマネジメントプラン（DMP）の策定



2. 「北海道国⽴⼤学機構」と「北⾒⼯業⼤学」



「⼤学個別の取り組み」と
「機構全体、三⼤学連携での取り組み」
の棲み分けが課題

2022年度より⼩樽商科⼤学、帯広畜産⼤学、北⾒
⼯業⼤学の３つの国⽴⼤学が法⼈統合

「北海道国⽴⼤学機構」と「北⾒⼯業⼤学」



国⽴⼤学統合の動き

愛知県 総合⼤学間の統合
（総合⼤学+地⽅総合⼤学）

東海国⽴⼤学機構2020
岐⾩⼤学 岐⾩県
名古屋⼤学

計画年度 機構名（仮称含む） ⼤学名 都道府県 特⾊

静岡県 総合⼤学と医科⼤学の統合
（医⼯連携）

静岡国⽴⼤学機構2021
浜松医科⼤学
静岡⼤学

北海道
農・⼯・商の3つの単科⼤学
（⽂理融合）

北海道国⽴⼤学機構2022
⼩樽商科⼤学
帯広畜産⼤学

北⾒⼯業⼤学

奈良県 同⼀県内での教員養成連携国⽴⼤学法⼈奈良2022
奈良教育⼤学
奈良⼥⼦⼤学



⼩樽-帯広-北⾒の三⼤学統合
他の事例との違い

1. 距離

2. 規模

3. 専⾨分野

150km (北⾒-帯広), 230km (帯広-⼩樽), 330km (⼩樽-北⾒)

⼩樽: 2,400⼈、帯広: 1,300⼈、北⾒: 2,300⼈

商学（⼩樽）、 農学（帯広）、⼯学（北⾒）

遠距離

同規模

異分野 ●北⾒

●帯広●⼩樽



統合を進める上での4つの取り組み

1. 経営改⾰

2. 連携教育

3. オープンイノベーション

4. 遠隔教育

「⼤学組織」の連携・統合

「教育」の連携・統合 (⽂理融合型教育）

「研究」の連携とイノベーション創出

ICTで「距離」を克服した連携講義



帯広・⼩樽・北⾒ ⼤学連携資料
「経営統合による新た国⽴⼤学法⼈の経営⽅針等について（最終まとめ）」より抜粋 (2021.7)



帯広・⼩樽・北⾒ ⼤学連携資料
「経営統合による新た国⽴⼤学法⼈の経営⽅針等について（最終まとめ）」より抜粋 (2021.7)



帯広・⼩樽・北⾒ ⼤学連携資料
「経営統合による新た国⽴⼤学法⼈の経営⽅針等について（最終まとめ）」より抜粋 (2021.7)



SINET6によるネットワーク強化

SINET5 SINET6

北海道2DC
(北⾒)

SINET5網
(100Gbps x2) 北⾒⼯⼤

帯広畜産⼤

⼩樽商科⼤

北海道1DC
(札幌)

本州へ

10Gbps

1Gbps

200Mbps
(100Mbps x2)

SINET5網
(100Gbps x2)

北⾒ (10Gbps) 北海道2DC接続
帯広 (1Gbps) 北海道1DC接続
⼩樽 (200Mbps) 北海道1DC接続

北海道
北⾒DCSINET6網

(400Gbps)

北⾒⼯⼤

⼩樽商科⼤

北海道
札幌DC

本州へ

200Gbps

10Gbps

10Gbps

SINET6網
(400Gbps x2)

北⾒ (200Gbps) 北海道 北⾒DC接続
帯広 (10Gbps) 北海道 帯広拡張DC接続
⼩樽 (10Gbps)   北海道 札幌接続

北海道
帯広拡張DC

SINET6網
(400Gbps)

SINET6網
(400Gbps)

帯広畜産⼤



センター改修

強化する機能

2. 三⼤学連携インフラ拠点

1. 全国情報系センター向けDC化

3. オープン化(Science, Innovation, Education)
• オープンイノベーションセンター
• オープンエデュケーションスタジオ

• ラック設置およびラッキング可能なサーバ室構築
• 電⼦錠等の物理セキュリティ強化

• サーバ・ストレージの共通化

2019.7 - 2020.6



DIASによる⼤規模データ集約

東京⼤学⽣産技術研究所「DIASとは」（https://diasjp.net/about/）

東京⼤学⽣産技術研究所: DIASサーバ設置



北海道⼤学情報基盤センター: テープストレージ（5PB）

北海道⼤学情報基盤センター（https://www.hucc.hokudai.ac.jp/overview/huhpi/）

テープストレージ
（5PB）



3. 統合へ向けて



2019年度
（令和元年度）

三⼤学 研究データ統合・活⽤検討チーム
ロードマップ

2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

データ統合
管理サーバ

システム導⼊

2020年3⽉末導⼊済

システム利⽤開始・ストレージ容量の監視

OIC本稼働

GakuNin
RDM

実証実験参加検討

(2019.4.14 - 2020.9.30) GakuNinRDMへのフィードバック

システム利⽤に向けての
準備・検討・ルール策定 データマネジメント教育・ガイドライン策定

⼩樽・学認参加済 2019年12⽉

基幹系システム更新
⼩樽

帯広
北⾒

2022年3⽉

広報活動 情報発信サイト運営・公開データ連携の検討



基幹システム統合との連動



ロードマップ
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

北⾒⼯⼤
学科・⼤学院改組

1年⽣ 1-2年⽣ 1-3年⽣ 1-4年⽣

三⼤学連携遠隔教育

オープンイノベーションセンター

SINET 6SINET 5

基盤システム更新

⼤学機構統合

基盤システム更新

第０期
（準備期間）

第１期

学⽣年次進⾏

第２期

新システムで
全学⽣が利⽤



課題

統合機構のドメイン

統合機構（新法⼈）のユーザID

PC演習室の今後（遠隔講義・BYOD）

統⼀ユーザアカウント

アカウント管理体制

クラウド共有ストレージ

メールシステム統合

グループウェア統合

LMS・学務システム統合

SSO・ポータルサイトデザイン

ソフトウェアライセンス管理

システムのクラウド化

・ID統合

・教育⽀援

・システム基盤

・業務⽀援



研究データ統合管理システム概念図
通常の共同研究環境

研究者 A 研究者 B

研究者 C

議論等
メール

研究成果の保存
http, ssh

ストレージ
Webサーバ

Web
研究成果の公開・共有

コーディネータ



研究データ統合管理システム概念図
本WGで⽬指す共同研究管理環境

ストレージ

Webサーバ

研究者 A

研究者 B

研究者 C

GakuNin RDM

NII

コーディネータ

オープンイノベーションセンター

全ての機能をGakuNin RDM上で実装

学認（Shibboleth）によるログイン管理



研究データ統合管理システム

システムに必要とされる機能

• 研究者（ユーザ）管理
• グループ管理
• ログ管理
• データ管理
• プロジェクト管理
• 他システムとの連携

この機能をすべて⾃前で作成することは
⾮常に困難

そこで、導⼊する機能をユーザのログイン管理とデータ保管に絞る

他の機能についてはNIIで開発中の「GakuNin RDM」を⽤いる



三⼤学研究データ統合管理サーバシステム概念図

データ管理サーバ

ストレージ
（200TB）

必要な機能
• 研究者（ユーザ）管理
• 研究グループ管理
• 研究ログ管理
• 研究データ管理
• 他システムとの連携

IRデータ管理システム

ID管理システム

• 研究者情報連携
• 研究データ連携

ユーザID情報連携

研究データ統合管理システム

他システムとの連携部分

• ユーザログイン
• データ登録
• データ編集
• データ閲覧

研究者・利⽤者

“学認”ログイン

GakuNin RDMをハブにするのは難しい

GakuNin RDM



三⼤学研究データ統合管理サーバシステム概念図

データ管理サーバ

ストレージ
（200TB）

研究データ統合管理システム

研究者・利⽤者

GakuNin RDM

ポータルサーバ

プロジェクト
マネジメント

RedMine

チャット
研究ログ

Slack

ORION

ORION: Orchestrated Research Infrastructure On Network

ハブとしてのポータルサーバを構築



4 .「北⾒⼯業⼤学」として



・研究データ10年保存

・研究データへのメタデータ付与の必要性

2022年10⽉28⽇に学内FD講習会を開催

・データマネジメントプラン（DMP）の策定

2022年年度中のe-learning教材学習実施

・FD講習会の内容をオンデマンド教材化

・全構成員の履修と情報共有を⽬指す


